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な
来
世
観
を

伝
え
る
」 、

「

死
後
は

不
明
で

あ
り、

不
安
が

あ
る

が
阿
弥
陀

仏
の

救
い

が
必

ず
あ
る

こ

と

を
伝
え
る
」 、

「

死

後
に

つ

い

て

学
ぶ

必
要
性

の

強
調
」

で

あ
っ

た
。

大
学
生
の

回
答
で

固

有
の

も
の

は
、

「

特

定
の

宗

教
に
偏
ら
な
い

来
世

観
を

伝
え
る
」 、

「

何
も

残
ら
な
い

と

思
い

ま
す
」 、

］

死
ぬ

こ

と

を

考
え

る
な
」

、

「

火

葬
・

埋
葬
さ
れ

る
こ

と

を

伝
え

る
」 、

「

苦
し

み

か

ら
の

解
放
と

考
え
る
」

、

「

安
ら
か

に

眠
る
」 、
「

生

命
の

サ
イ

ク

ル

の
一

部
と
伝
え
る
」

で

あ
っ

た
。

両

者
に

共
通
し
た

回
答
は
、

「

人
々

の

心
に

残
る

と

伝
え
る
」

、

「

死

後
ど

う
な

る

の

か
は

自
分
が

決
め

る
」 、

「

分
ら

な

い

の

で

不

安
だ
か

ら、

今
を
大
事
に
」 、

＝

緒
に

考
え
る
」

で

あ
っ

た
。

　
ビ

ハ

ー

ラ

活
動
者
に

最
も

多
い

回
答
は
、

「

浄
土
真

宗
的

な
来
世

観
を

伝
え
る
」

で

五
一

％

（
二

〇
人）

で

あ
り

、

次
い

で

「

死
後
は

不
明
で

あ

り、

不
安
が

あ
る

が
阿
弥
陀
仏
の

救
い

が

必

ず
あ
る
」

が

二

入

％

（

＝

入）
、

「

わ
か
ら
な
い
、

不
安、

今
を

大
事
に
」

が

八

％

（

三

人
）

、

「

共
に

考
え
た

り
、

教
わ
る

の

を
勧
め
る
」

が

八

％

（
三

人
）

で

あ
っ

た
。

大
学

生
に
最
も

多
い

回

答
は
、

「

わ

か

ら
な
い

、

不
安

、

今
を

大
事
に
」

が

三

〇
％

（

三

六
人

）

で

あ
り、

次
い

で

「

特
定
の

宗
教
に

偏
ら

な
い

来
世
観

を
伝
え
る
」

が

二

二

％

（

二

六

人）
、

「

人

々

の

心
に

残
る
」

が
一

二

％

（
一

四

人
）

、
「

死

後
は

何
も

残
ら

な
い
、

今
を

大
事
に

」

が
一
一

％

2

三

人）

で

あ
っ

た
。

　
ガ

ン

患
者
へ

の

来
世
に
関
す
る

対
応
と
し

て
、

ビ

ハ

ー

ラ

活
動
者
は

真

宗
的
な
応
答
が

約
八

割
と

最
も
多
く
占
め

て

い

る

の

に

対
し
て

、

大
学
生

は

そ
の

よ

う
な
応

答
は

み
ら
れ
ず、

む
し

ろ

「

わ
か
ら
な
い
、

不
安

、

何

も
残
ら

な
い

、

死
ぬ

こ

と

よ

り
も
生

き
る

事
を

考
え
る
」

と
い

っ

た

応
答

が
最
も
多
く
み

ら

れ
た

。

こ

の

よ

う
に

大
学
生
に

お
い

て

は

死
後
に

つ

い

て

の

不
安
感
や
虚
無
感

、

拒
否
な
ど

も
み
ら
れ、

ビ

ハ

ー
ラ

活
動
者
と

は

大
き
く
違
っ

て

い

る
。

　
一

方
で
、

大
学
生
に

お

い

て

も
「

特
定
の

宗
教
に

偏
ら
な
い

来
世
観
を

伝
え
る
」

と

答
え

た
人
が

二

割
強
い

た
。

大
学
生
に

お

け
る

来
世
観
は
、

「

生
ま
れ
変
わ
る
」

「

天

国
へ

行
く

」

な
ど

の

新
し
い

世

界
へ

生
れ
て

い

く

も
の

と
、

「

人
々

を

助
け、

見
守
る

存
在
に

な
る

」

な
ど

の

現
世
に

お

け

る

霊

的
存
在
へ

の

移
行
な
ど
が

あ
っ

た
。

こ

れ
は
ビ

ハ

ー

ラ

活
動

者
の

「

浄
土
へ

行

く
」

や
「

仏
と

な
っ

て、

現
世
の

人
を

導
く

」

と

い

っ

た

来

世

観
と

類
似
す
る

点
が

見
ら
れ

た
。

　
こ

れ

ら
よ

り、

宗
教
者
は

生

死
の

問
題
を
解
決
し
て

お
り
伝
道
活
動
へ

つ

な
げ
て

い

る
。

一

方
で
、

大
学
生
は

生
死
の

問
題
に

つ

い

て

不
安
感
な

ど
を

抱
え
て

い

る

が、

折

衷
的
な
来
世
観
を
持
つ

人
も
い

る

こ

と

が
明
ら

か

と
な
っ

た
。

今
後、

宗
教
性
を
高
め

る

こ

と

で
、

生

死
の

問
題
を
解
決

す
る

た

め

に

は
、

各
宗
派
の

宗
教
者
と
一

般
人
と
の

対
話
を
通
じ
て
、

相

互

理
解
と

発
展
が

必
要
で

あ
る
。

パ

ネ
ル

の

主

旨
と
ま

と

め

　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

藤

　
　

能
成

　
日

本
の

宗
教
研
究
者
の

多
く
は
、

日
本
は

非
宗
教
的
社
会
だ

と

し
て

、

日

本
人
の

宗
教
性
を

低
く

評
価
す
る

。

第
二

次
大
戦
後、

憲
法
二

〇

条
に

お
い

て

公
教
育
に

お

け
る

宗
教
教
育
が

禁
止
さ

れ

る

中、

科
学
主

義
・

物

質
主

義
に

基
づ

く
教
育
が

進
め

ら

れ

た
。

そ
の

た

め

に

日
本
人
は
宀

示

教
の

価

値
を

認
め

ず
、

物
質
中

心
、

自
己
中
心、

欲
望
追
求
の

世
俗
的
な
生

き

方
に

流

さ
れ
て

き
た

。

人
々

は

孤
独
・

不
安
・

虚
無
感
・

死
へ

の

恐
怖
等

の

精
神
的
苦
悩
を

抱
え

、

自
殺
率
も

十
数
年
に

亘
っ

て

高
止

ま
り
し
て

い
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し

か
し
一

方
で
、

日
本
を

訪
れ
る

西
欧
や

韓
国
の

人
々

は
日

本
人
の

宗
教
性
に

感
銘
を

受
け
て

い

る

事
実
が

あ
る

。

特
に

三
・

＝

東
日

本
大

震
災
の

後
で

も
、

暴
動
や
略
奪
が
起
き

ず
、

多
く
の

人
々

が

他
を
思
い

や

り
、

秩
序
正

し
く
謙
虚
に

行
動
し
た
こ

と
は

、

世
界
を

驚
嘆
さ
せ、

高
い

宗
教
性
と
し
て

評
価
さ

れ

た
。

日

本
人
の

宗
教
性
に

つ

い

て、

国
内

外
で

こ

の

よ

う
に

評
価
が

分
か

れ

る

の

は

何
故
で

あ
ろ

う
か

。

　
藤
能
成
は
、

日

本
人
が

非
宗
教
的
か

つ

世
俗
的
で

あ
る

と

指
摘

す
る

。

確
か
に

韓
国
人
と

較
べ

て
、

宗
教
団
体
へ

の

帰
属
意

識
が
低
い

こ

と
は

非

宗
教
性
の

現
わ
れ
で

あ
る

が
、

一

方
で

、

韓
国
に

見
ら
れ
る
よ

う
な

宗
教

的
対
立
は

少
な
く
、

秩
序
意

識、

謙
虚
さ

、

勤
勉
さ

、

誠
実
さ

等
を

備
え

て

い

る

面
が

あ
る

。

そ

れ

ら
は

集
団
的
秩
序
意
識
と

神
仏
習
合
思

想
に

見

ら
れ
る

宗
教

的
寛
容
性
を

柱
と

す
る

文
化
的
伝
統
と

、

仏
教
・

神
道
を
基

盤
と

す
る

先
人
達
の

宗
教
的

精
神
生

活
に

よ

っ

て

蓄

積
さ

れ
た

無
意

識
的

精
神
性
だ
と

指
摘

す
る
。

　
那

須
英
勝
は

、

ア

メ

リ
カ

の

日

本
宗
教
研
究
者
の

見
解
と
し
て

、

神
社

参
拝
等
に

見
ら
れ
る

世
俗
的

な
空

間
に

お

け
る

宗
教

行
動
の

活
発
さ

を

取

り
上

げ
る

。

そ
し
て

日

本
人
は

世
俗
的
で

は

あ
る

が
、

特
定
の

教
義
に

基

づ

か
な
い

、

家
族
や

地

域
の

共
同
体
に

よ
る

宗
教
儀
礼
へ

の

参
加
を

通
し

て
、

宗
教
的

寛
容
性
と

集
団
的
秩
序
を

守
る

深
い

宗
教
性
を

身
に

付
け
て

い

る

点
を

指
摘
す
る

。

「

個
人
的

信
仰
」

が

強
調
さ
れ

る

ア

メ

リ
カ
社

会

か
ら

見
る

と
、

日

本
人
の

宗
教
的
寛
容
性
は

驚
き
で

あ
る

よ

う
だ

。

　
寺
本
知
正
は

、

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

と

較
べ

て
、

日
本
は

国
家
と

宗
教
の

結
び

つ

き
が

薄
い

点
を

指
摘
す
る

。

ま
た

毎
年、

日

本
へ

宗
教
研
修
に

訪
れ

る

ド
イ
ツ

人

学
生
達
が

、

寺
院
・

神
社
の

宗
教
的
空
間
の

力
、

地

蔵
信
仰
や

祭
り

等
の

教

団
化
さ

れ

な
い

地
域
的
信
仰
形
態、

日

常
的
に

神
社
に

参
拝

す
る

人
々

の

姿
に

、

ド
イ
ツ

に

は

な

い

深
い

宗
教
性
を
感
じ
て

い

る

こ

と

を

紹
介
し
た

。

　
以
上
の

よ

う
に

、

外
国
人
の

目
に

は
、

日
本
人
は
世
俗
的
な
生

き
方
の

中
に

も、

教

団
・

教
義
に

依
ら

な
い

習
俗
的
な
信
仰
心
や

宗

教
性
を

有
し

て

い

る

と
見
ら
れ
て

い

る
。

儀
礼
・

儀
式
に

重
心
を
置
く
伝

統
的
な
生

活

文
化
を

通
し
て

、

日

本
人
は

あ
る

意
味
で

の

深
い

宗
教
性
を

身
に

付
け
て

い

る

の

で

あ
る

。

　

長
岡
岳
澄
は

、

宗
勢
基

本
調
査
の

結
果
を
通
し
て

、

寺
院

関
係
者
の

主

な

役
割
は

、

法
要
・

儀
式
を

中
心
と

し
て

お

り
、

門
徒
の

側
か
ら

も
、

法

要
・

儀
式
を

遂

行
す
る

こ

と
へ

の

期
待
が

高
い

点
を

指
摘
す
る

。

た
だ

し
、

寺
院
関
係
者
は

人
々

に

教
義
を

伝
え
、

苦
悩
に

応
え
る

こ

と
を

望
ん

で

お

り
、

そ
こ

に

は

葛
藤
が

あ
る
こ

と
が

窺
え
る

。

こ

こ

に

那
須
英
勝
の

指
摘

す
る

儀
式
・

儀
礼
に

中
心
を

置
く

日
本
人
の

志

向
性
が

確

認
で

き

る
。

伊
東
秀
章
は

、

死
に

向
き
合
っ

た

ガ

ン

患

者
へ

の

対
応
の

仕
方
を

質

問
紙
調
査
か
ら
問

う
た

。

そ
の

結
果、

浄
土

真
宗
本
願

寺
派
の

ビ

ハ

ー

ラ

活
動
者
は

教
義
に

基
づ

く
宗
教
性
や
来
世
観
に

立
つ

の

に

対
し

、

大
学
生

は

特
定
の

信
仰
に

よ

ら

ず、

死
後
の

い

の

ち
の

存
続
に

否
定
的
で

あ
る

点

を

指
摘
す
る

。

こ

れ

は

藤
能
成
の

日
本
人
が
非
宗
教
的
だ
と
い

う
主

張
を

裏
付
け
る
結
果
と

な
っ

て

い

る
。

　

会
場
か
ら

「

人
と
人
と
の

絆
を
結
び
、

領
土

問
題
を

平
和
的
に

解
決
し

て

い

く
た

め
に

も
、

日
本
で

も

宗
教
教

育
に

よ

る

精
神
の

涵
養
が

必

要

だ
」

と
の

意
見
が

出
さ

れ

た
。

原
田
哲
了
は
、

日

本
人
の

宗
教
性
を
捉
え

る

た

め

に
は

多
面
的
な

議
論
が

必
要
で

あ
り、

曖
昧
で

無
自
覚
な
宗
教
的

態
度
の

中
に

も
深
い

宗
教
性
が

含
ま
れ
て

い

る

こ

と
を

指
摘
し、

明
確
な

結
論
に

は
至
ら

な

か
っ

た

が
有
意
義
な
議
論
が

で

き
た
と

総
括
し
た

。
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．

後
に

藤
能
成
は
、

今
後
の

日

本
に

お
い

て、

外
国
人
の

目
に

映
る

宗
教

性

を
自
覚
し
維
持
し
な
が
ら

、

非
宗
教
性
と
世
俗
性
を
克
服

す
る

た
め

の

方

向
性
を
探
っ

て

い

く
必
要

性
を
指
摘
し
た

。

ポ

ス

ト

世
俗
主

義
と
公
共
性

　
　
　
代
表
者
　
藤
本
龍
児

コ

メ

ン

テ

ー

タ

　“
列

田
真
司

　
　
　
　
司
会
　

磯
前
順
一

総

論
　
ポ

ス

ト
世
俗
主
義
と
公
共
性

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

磯

前
　
順
一

　

本
報
告
は、

＝
、

津
波
と

原

発
」

「

二
、

ア

イ
デ

ン

テ

ィ

テ

ィ

と

複
数

性
」
「

三
、

他

者
と

は
何
か
」

の

三

部
か
ら

構
成
さ
れ

る．、

政

治
的
公

共

性
は、

ハ

ン

ナ
・

ア

レ

ン

ト
が
言
う
ご

と

く、

他
者
と

の

複
数

性
の

場
と

し
て

成
り
立
っ

て

い

る

が
、

そ
れ

は

排
除
が

あ
っ

て

は

じ
め
て

そ
の

内
部

の

平
等
性
が
成
り
立
つ

も
の

で

あ
る

。

内
部
の

平
等
性
に
つ

い

て

は
、

ア

レ

ン

ト
は

異
な
る
も
の

の

平
等
性
を
説
く
が
、

実
際
に

は

た
え
ま
な
い

均

質

化
の

危
険
に
さ
ら
さ
れ
て

お
り、

主

体
の

異
質
性
を
い

か
に

確
保
す
る

か
が

課
題
と

な
ろ

う
。

同
時
に、

排
除
さ
れ

た

外
部
は
、

ジ

ャ

ッ

ク
・

ラ

ン

シ

エ

ー

ル

が

言
う
が

ご

と

く
、

そ
の

内

部
に

代
補
さ
れ

る

余
白
と

し

て、

不
協
和
音
を
も
ち
こ

む
も
の

と

し

て

参
入
が
試
み
ら
れ
て

い

く
必

要

が

あ
る

。

原

発
以

降
の

日
本
社

会
は

内

部
を

均
質
化
さ
せ

る
も
の

と
し

て、

プ
チ
・

ナ
シ

ョ

ナ
リ
ズ
ム

の

盛
行
と
、

そ

の
一

方
で

被
災
地
や
沖
縄

の

人
々

が
い

か
に

社
会
的
生
存
の

権
利
か
ら
排
除
さ
れ

て

い

る

の

か
、

グ

ロ

ー

バ

ル

資
本
主

義
が
推
し
進
め

る

地
域
格
差
の

問
題
が

露
呈

さ
れ

た

状

態
に

あ
る

。

そ

こ

で

は、

大
都
市
在
住
の

エ

リ
ー

ト
ら

自
由
に

移
動
で

き

る
人
々

と、

地
域
に

縛
り
つ

け
ら

れ

た
人
々
、

さ
ら
に

は

そ
こ

か

ら

無

理

や
り

引
き

離
さ
れ

故
郷
を
喪
失
し
た

人
々

の

格
差
に

は

目
を

覆
い

が

た
い

も
の

が
あ
る

。

私
た
ち
は

、

一

方
で

ア

ガ

ン

ベ

ン

の

い

う
剥
き
出
し

の

生

と
、

他
方
で

ス

ピ

ヴ
ァ

ク

の

い

う
メ

ト
ロ

ポ
リ
タ
ン

・

デ

ィ

ア

ス

ボ

ラ

と

い

う
言
葉
を

否
応
な
し
に

思
い

出
さ
ざ
る

を
得
な
い

で

あ
ろ

う。

　

そ
こ

で

お
そ
ら

く
私
た
ち
に

求
め

ら
れ

て

い

る
の

は
、

他
者
の

苦
痛
に

対
す
る

感

受
性
で

あ
ろ

う
。

そ
れ

が

新
た

な
公
共

性
を

形
成
す
る

基
本
的

な
感
性
的
パ

ル

タ

ー

ジ

ュ

を
形
成
し

て

い

く
こ

と
が

期
待
さ
れ

よ

う
。

し

か
し
一

方
で

、

ア

レ

ン

ト
の

言
う
複
数
性
と

は
、

そ
の

よ

う
な

他
者
に

対

す
る
感
受
性
を

持
つ

他
者
だ
け
で

な

く、

む
し
ろ

他
者
に

対
す
る

感
受
性

を
欠
如
し
た

多
数
の

他
者
か
ら

も

構
成
さ
れ
る

も
の

で

あ
る

。

複
数
性
と

は
、

ア

レ

ン

ト
が
い

う
よ
う
な
異
な
る

者
同
十
が
お
互
い

を

認
め

る

理
想

的
な
関
係
の

ま
ま
に

は

現
実
と

し

て

は

成
立
し
え

ず、

そ
の

よ

う
な
期
待

と

予
測
を
抱
く

者
の

認
識
を
超
え
出
る

、

他
者
を
認
め
な
い

他

者
か
ら
な

る

世
界
と

し
て

も
構
成
さ
れ
て

い

る

の

で

あ
る

。

そ
の

よ

う
な

他
者
を

も

た

な
い

他

者
は
む

し
ろ

お
の

れ
が

本
源

的
に

抱
え

る

異
種

混
淆
性
を

恐

れ
、

均
質
な
共
同
体
に

溶
け
込
も

う
と

す
る

。

そ
う
す
る

こ

と
で

か
つ

て

他
者
の

苦
痛
に、

そ
し
て

み
ず
か
ら
の

主

体
の

抱
え
る

居
心
地
の

悪
さ
に

も
感
受
性
を
麻

痺
さ
せ

て

い

く
。

震
災
以

降
の
、

絆
と
い

う
名
の

も
と
で

の

ナ
シ

ョ

ナ
リ

ズ
ム

の

盛
行
と

、

瓦

礫
処
理
の

引
き

受
け
拒
否
な
ど

の
、

社
会
的
矛

盾
を
特
定
地
域
に

押
し
つ

け
よ

う
と

す
る

弱
者
切
り
捨
て

の

感

情
的
な
反
応
の

共
存
は
、

ま
さ

に

私
た

ち
の

世
俗
社
会
の

二

重

構
造
と
い
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